
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銘板 (30)を貼付けるための貼付け体 (11)の上端 (11a)と銘板貼付け装置 (12)のケース  (1
)の基準面 (2)とを一致させ、前記銘板貼付け装置 (12)を移動させつつ前記銘板貼付け装置
(12)に表示される位置表示器 (4)の により前記上端 (11a)と基準面 (2)との平行関
係を確認し、前記基準面 (2)を用いて前記銘板 (30)を前記貼付け体 (11)に貼付けることを
特徴とする銘板貼付け方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、銘板貼付け方 関し、特に、機械装置の平面又は曲面からなる貼付け体上
に、センサを内蔵したケースを移動させることにより、銘板を貼付ける位置を検出し、所
定位置に銘板を正確かつ容易に貼付けるための新規な改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、用いられていたこの種の銘板貼付け方法としては、一般に、機械装置の平面又は
曲面からなる貼付け体上における所定の貼付け位置を、物差し等で寸法を計測し、作業者
が手で銘板を貼付けていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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　従来の銘板貼付け方法は、以上のように構成されていたため、次のような課題が存在し
ていた。
　すなわち、作業者が物差し等で寸法を計測して貼付けていたため、手作業による誤差が
発生しやすく、水平に貼付けたつもりが水平からずれることもあり、精度良く貼付けるこ
とは予想以上に困難なことであった。
【０００４】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたもので、特に、機械装置の平面
又は曲面からなる貼付け体上に、センサを内蔵したケースを移動させることにより、銘板
を貼付ける位置を検出し、所定位置に銘板を正確かつ容易に貼付けるようにした銘板貼付
け方 提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明による銘板貼付け方 、銘板を貼付けるための貼付け体の上端と銘板貼付け装
置のケースの基準面とを一致させ、前記銘板貼付け装置を移動させつつ前記銘板貼付け装
置に表示される位置表示器の により前記上端と基準面との平行関係を確認し、前
記基準面を用いて前記銘板を前記貼付け体に貼付ける方法である。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　以下、図面と共に本発明による銘板貼付け方 好適な実施の形態について説明する。
　図１において符号１で示されるものは全体が長方形の箱形をなすケースであり、このケ
ース１の上面には水平面よりなる基準面２が形成されている。このケース１の内部にはセ
ンサとしての周知の光ファイバジャイロからなるジャイロ３が内蔵されており、このジャ
イロ３によりこのケース１の水平位置を角度として検出することができる。すなわち、こ
のケース１を水平状態からずれた状態に傾斜させることによってジャイロ３から得られる
角速度を積分することにより角度が得られる。この角度情報である位置情報はこのケース
１に設けられた位置表示器４に周知の表示回路を経て表示することができるように構成さ
れている。また、このケース１には、電源スイッチ５、電源表示ランプ６及びリセットス
イッチ７が設けられている。
【０００７】
　次に、動作について説明する。まず、図３に示すように、電源スイッチ５をＯＮとした
後、各種自動機等からなる機械装置１０の平面又は曲面からなる 付け体１１の上端１
１ａと銘板貼付け装置１２のケース１の上端である基準面２を互いに一致させた状態でリ
セットスイッチ７を押すと、銘板取付け装置１２がリセットスタート状態となる。その後
、前記装置１２を図３から図４のように貼付け体１１に沿って下方に移動させると、この
装置１２が距離Ｄだけ移動した状態で水平状態であれば、位置表示器４には０ .０ｄｅｇ
が表示されるが、わずかでも傾斜していればジャイロ３によって角度が周知のように検出
され、例えば、０ .２ｄｅｇのように表示される。従って、この場合には、この装置１２
の傾斜がなくなるように位置を調整し、０ .０ｄｅｇの表示となった状態で前記基準面２
に銘板３０を接合させて接着剤で接着させるか、又は、線等のマークを記すことにより、
後で銘板３０をこのマークに沿って取付けることができる。
　従って、この銘板３０を取付けるための所定の距離Ｄだけ設定すれば、水平位置は正確
に表示されることになり、極めて簡単にかつ正確に銘板３０を水平状態で貼付け体１１に
取付けることができる。
【０００８】
【発明の効果】
　本発明による銘板貼付け方 、以上のように構成されているため、次のような効果を
得ることができる。すなわち、銘板貼付け装置を機械装置等の貼付け体上で移動させるこ
とにより、内蔵のセンサによって自動的に角 検出して表示することができるため、作
業者が取付位置をスケール等を用いて寸法出しする必要もなく、自動的にかつ正確に銘板
を所定位置に取付けることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による銘板貼付け方法及び装置を示す正面図である。
【図２】　図１の底面図である。
【図３】　図１の装置を用いて作業を行う状態を示す説明図である。
【図４】　図３の状態が進行して銘板の貼付けを行う状態を示す説明図である。
【符号の説明】
　　１　　ケース
　　２　　基準面
　　３　　ジャイロ（センサ）
　　４　　位置表示器
　１１　　貼付け体
　１１ａ　　上端
　１１ｂ　　側端
　１２　　銘板貼付け装置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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